令和４年度 宮崎県学校体育研究発表大会日向・東臼杵大会　研究計画
１　宮崎県の研究主題
	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを
実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～

	



２　宮崎県部会別研究主題
  ○　小学校部会主題
	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～


○　中学校部会主題
	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力を育む保健体育科学習の在り方
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～


○　高等学校部会主題　
	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための
資質・能力を育む保健体育科学習の在り方
　　～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～


○　特別支援教育部会主題　
	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～
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３　主題の設定理由
⑴　新学習指導要領の趣旨
今回の改訂の基本的な考え方として、『①子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視する』『②知識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成すること』『③体育・健康に関する指導の充実により、健やかな体を育成すること』などが挙げられる。
⑵　宮崎県の児童生徒の実態
令和３年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査では、小学校５年生男女、中学校２年生男女の体力合計点はそれぞれ全国平均を上回ったが、令和元年度に比べて、すべての学年で低下する結果となった。特に「上体起こし」「反復横とび」「シャトルラン」「５０ｍ走」はほとんどの学年で有意な低下を示した。また、クロス調査からは、体力の高い児童生徒は１週間の運動やスポーツの実施日数が多く、テレビやゲームなどの視聴時間（スクリーンタイム）が短いという結果が得られた。
⑶　宮崎県学校体育研究会が進める研究
本県では、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における１２年間の体育科・保健体育科学習を通して、学習内容の確実な定着を目指し、校種の接続及び発達の段階に応じた指導方法・評価の工夫を行い、豊かなスポーツライフの実現に向けた児童生徒を育てるための具体的な実践を行っている。そこで、令和３年度と令和４年度の２年間は、「球技ゴール型」の研究を深め、小中高特における「つながりのある学習」の一層の充実を図ることを目指す。
	『つながりのある学習』における、“つながり”は、単に教材や領域種目を揃えることによるつながりではなく、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の１２年間を見通し、発達の段階に応じて系統化・明確化された学習内容を、「どのように学ばせるのか」について学校段階等間の接続の中で計画的、かつ継続的に行うことにより、学習内容の定着を図っていくことを目的としている。



⑷　研究を進めるにあたって
　　　本県学校体育研究会においては、育成を目指す資質・能力の明確化、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進、体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推進の３つを研究の基本方針とした。さらに、この３つを念頭に置き、体育科・保健体育科学習において、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・対話的で深い学びを実現する授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することができるのではないかと考え、本主題を設定した。

４　研究の概要（研究構想図）生きる力

たくましいからだ　豊かな心　すぐれた知性


	めざす児童生徒像

	『　未来を切り拓く　心豊かでたくましい　宮崎の児童生徒　』



	研究の基本方針

	◯　育成を目指す資質・能力の明確化
◯　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進
◯　体育科・保健体育科学習におけるカリキュラム・マネジメントの推進



	研　究　主　題

	生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを
実現するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習
～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業の創造と展開～

	○小学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力の基礎を育む体育科の在り方

	○中学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力を育む保健体育科学習の在り方

	○高等学校部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを継続するための
資質・能力を育む保健体育科学習の在り方

	○特別支援教育部会主題：生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための
資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方



	研　究　の　仮　説

	体育科・保健体育科学習において、カリキュラム・マネジメントや指導方法の工夫を行い、主体的・対話的で深い学びを実現する授業を展開できれば、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成することができるであろう。



	研　究　の　内 容

	『主体的・対話的で深い学びを実現する授業の在り方』
1 カリキュラム・マネジメントの工夫
○球技などにおける、個別最適な学びを実現するための12年間を見通した「指導事項段階表」
の作成と工夫
2 指導方法の工夫
○球技などにおける、ＩＣＴ活用の工夫



